
に
も
の
ら
ず
、
す
で
に
世
の
中
か
ら
忘
れ
去
ら
れ

て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
方
々
が
い
た
と
い
う
こ
と

を
こ
こ
に
記
し
て
、
せ
め
て
仏
の
追
善
供
養
に
し

た
い
と
筆
を
と
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
合
掌

（仏
国
寺
住
職
＝
投
稿
＝
）

※
山
梨
医
学
専
門
学
校

戦
時
中
の
医
師
不
足
の
対
策
と
し
て
各
地
に
設

け
ら
れ
た
医
学
専
門
学
校
で
、
山
梨
県
で
は
青
沼

に
あ
っ
た
旧
甲
府
商
業
学
校
廃
校
舎
に
山
梨
医
学

昭
和

一
七
年
、
市
に
合
併
さ
れ
た
当
時
の
千
塚

村
に
つ
い
て
、
「山
梨
県
町
村
合
併
誌
」
（昭
和

四
六
年
刊
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

千
塚
村
本
村
は
旧
北
山
筋
に
属
す
る
千
琢

・
塩
部
両

村
の
地
で
あ
る
。
明
治
五
年

一
月
山
梨
郡
第
六

区
に
編
入
せ
ら
れ
、
同
九
年
十
月
山
梨
県
第
四

区
に
改
編
さ
れ
た
。
明
治
十
三
年
三
月
大
宮
村

と
連
合
し
、
同
十
八
年
六
月
に
は
更
に
千
代
田

村
を
も
加
え
て
三
村
連
合
と
な
っ
た
。
明
治
廿

千
塚
の
咳
婆
地
蔵
と
あ
げ
仏
さ
ん

専
門
学
校
と
し
て
昭
和

一
九
年
四
月

一
日
に
開

校
、
少
し
お
く
れ
山
梨
女
子
医
学
専
門
学
校
が
設

置
さ
れ
た
。入
学
式
は
、甲
府
杢
襲
の
前
日
で
あ
っ

た
。山
梨
医
学
専
門
学
校
附
属
医
院
に
は
、県
病
院

と
外
分
院
ニ
ケ
所
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
甲
府
杢

襲
の
た
め
校
舎
を
焼
失
、
や
む
な
く
他
の
施
設
を

使
用
し
て
授
業
を
つ
づ
け
た
が
、
関
係
者
の
努
力

の
甲
斐
な
く
復
興
も
で
き
な
い
ま
ま
、
文
都
省
の

方
針
で
両
校
と
も
昭
和
三
二
年
に
廃
校
と
な
る
。

（事
務
局
）

窪

　

田

　

　

　

奇

二
年
町
村
制
施
行
に
当
り
、
同
年
六
月
千
代
田

村
は
分
離
し
て
独
立
、
翌
七
月
塩
部
村
と
合

併
、
大
宮
村
と
の
組
合
は
従
来
の
ま
ま
で
、
千

塚
村
三
カ
村
組
合
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
千
塚
村
外
三
カ
村
組
合
が
、

市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
時

に
、
甲
府
市
告
示
第
二
十
八
号

（昭
和

一
七
年
）

に
よ
っ
て
、
旧
千
塚
村
は
、
そ
の
大
字
で
あ
っ
た

塩
部
が
塩
部
町
に
、
大
字
千
塚
は
千
塚
町
に
、
ま

た
、
大
宮
村
の
大
字
で
あ
っ
た
山
宮

・
羽
黒
・
湯

村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
山
宮
町

・
羽
黒
町

。
湯
村
町
と

改
称
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
第

一
項

に
も
と
づ
い
て
、
各
地
で
新
町
名
と
そ
の
区
域
が

定
め
ら
れ
た
が
、
千
嫁
町
に
つ
い
て
い
え
ば
、
昭

和
四
四
年
お
よ
び
四
五
年
、
そ
の
町
名
と
区
域
と

は
、
千
塚

一
丁
目
か
ら
千
嫁
工
丁
目
と
定

め
ら

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
千
塚
四
丁
目
に
、
現
在
は
咳
婆
地

蔵
と
呼
ば
れ
る
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
千
塚
四

ツ
角
か
ら
北

へ
約

二
百
メ
ー
ト
ル
、
「攀
桂
寺
入

口
」
と
あ
る
標
識
の
と
こ
ろ
を
左
折
し
て
数
十
メ

ー
ト
ル
、
道
の
右
側
の
古
び
た
小
屋
に
、
そ
れ
は

安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵
に
つ
い
て
は
、
古
く
「西
山
梨
郡
志
」

（大
正

一
二
年
刊
）
に
、

千
塚
村
橋
場
の
四
つ
辻
を

一
町
程
南
に
入
る

と
西
側
に
高
さ
尺
余
、
周
囲
八
尺
位
の
石
が
地

上
に
立
つ
て
ゐ
る
。
何
時
の
代
か
ら
か
啄
婆
さ

ん
と
呼
ば
れ
て
、
咳
殊
に
百
日
啄
に
苦
し
む
者

は
、
全
治
し
た
時
飴
を
奉
納
す
る
事
を
約
し
て

祈
願
す
れ
ば
効
験
著
し
い
と
謂
は
れ
て
ゐ
る
。

尚
お
茶
好
き
婆
さ
ん
と
も
謂
ひ
、
里
人
は
よ
く

茶
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

と
あ
る
が
、
往
時
を
よ
く
知

っ
て
い
る
窪
田
は
る
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の
（
一
人
九
二
＝
明
治
二
五
年
千
塚
に
生
ま
れ
る
）

さ
ん
に
聞
い
た
話
で
も
、
咳
に
苦
し
む
と
す
ぐ
に

お
参
り
に
行
き
、
後
で
、
お
礼
に
鈴
な
ど
を
供
え

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
啄
婆
さ
ん
は
、
道
路
の
拡
張
の
た
め
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
、　
一
帯
を

「
お
薬
師
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
現
在
地
に
移
さ
れ
、
名
称
も
前
記

の
よ
う
に

「
啄
婆
地
蔵
」
と
変
わ
り
、
三
体
の
薬

師
地
蔵
尊
と
と
も
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

な
お
、
そ
の

「
咳
婆
さ
ん
」
に
つ
い
て
は
、

「甲
府
ミ
ニ
散
歩
」
Ⅷ
２

（
昭
和
六
〇
年
発
行
）

に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昔
、　
一
人
の
老
婆
が
村
は
ず
れ
に
倒
れ
て
い

た
。
村
人
は
気
の
毒
に
思
い
、
そ
の
老
婆
を
助

け
た
。
元
気
に
な
っ
た
老
婆
は
、
助
け
て
く
れ

た
お
礼
に
と
、
啄
で
苦
し
む
子
供
達
の
病
気
を

治
し
た
。
そ
の
頃
、
咳
は

一
番
怖
ろ
し
い
病
気

で
死
亡
す
る
人
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
不
治
の

病
と
い
わ
れ
て
、
人
々
か
ら
恐
れ
ら
れ

て
い

た
。
そ
の
咳
の
病
気
を
治
し
た
老
婆
も
、
歳
に

は
勝
て
ず
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

村
人
は
、
村
の
守
り
神
と
し
て
、
石
を
立
て

て
祀
っ
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
村
人
達
は
、
啄
の

病
気
に
か
か
る
と
、
こ
の
お
啄
婆
さ
ん
に
願
掛

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
気
が
治
る
と
老
婆
の

好
物
だ
っ
た
ア
メ
を
供
え
た
。

こ
の
石
は
、
攀
桂
寺

（
千
塚
四
丁
目
）
の
東

に
あ
り
、
今
で
も
ア
メ
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
思
う
に
、
右
に
い
う

「
老
婆
が
村
は
ず

れ
に
倒
れ
て
い
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
話
の
中

で
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
「村

は
ず
れ
」
と
は
、

逆
に
い
え
ば

「
村
の
入
口
」
の
こ
と
で
も
あ
っ

て
、
そ
こ
に
結
局

「
村
の
守
り
神
と
し
て
石
を
立

て
て
祀
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
そ
こ
か
ら
村
内
に

災
厄
が
入
る
の
を
防
ぎ
た
い
と
の
深
層
心
理
の
現

わ
れ
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
「啄
」
と

「
ア
メ
」
と
の
つ
な
が
り
は
、

今
で
も
考
え
ら
れ
る
自
然
な
筋
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ

「
啄
婆
さ
ん
」
的
民

間
信
仰
は
、
「山
梨
県
綜
合
郷
土
研
究
」
（昭
和

一

一
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
甲
府
市
山
田
町
、
東
山
梨

郡
日
下
部

・
玉
宮
、
西
山
梨
郡
相
川
な
ど
に
も
見

ら
れ
る
由
で
あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
同
じ
千
塚
四
丁
目
、
「咳
婆

地
蔵
」
か
ら
西
北
約
百
メ
ー
ト
ル
の
、
民
家
に
囲

ま
れ
た
杢
地
の

一
隅
に
、
「あ
げ
仏
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
る
石
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
前
記
窪
日
は
る
の

さ
ん
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
何
か
の
願
い
ご
と

が
あ
る
と
き
、
こ
の
石
を
持
ち
上
げ
て
み
て
、
も

し
軽
々
と
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の

願
い
は
必
ず
か
な
え
ら
れ
、
お
参
り
す
る
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
石
も
、
「咳
婆
地
蔵
」
と

同
じ
く
、
ト
タ
ン
屋
根
の
古
び
た
小
屋
に
安
置
き

れ
て
い
る
。

こ
の

「
あ
げ
仏
」
的
信
仰
も
、
東
山
梨
郡
塩

山

。
日
下
部

・
勝
沼

・
山
村

・
諏
訪
、
西
山
梨
郡

相
川
、
東
八
代
郡
石
和
な
ど
に
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
と
、
前
掲

「
山
梨
県
綜
合
郷
土
研
究
」
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

（
甲
府
市
経
済
部
長

・
前
市
史
編
さ
ん
委
員
）

石 婆 地 蔵
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